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カムチャツカの聞歓泉切手
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は低いことが判った.そこで今では温度の増加という

よりもむしろ圧力の減少によって起こるという点に重

点がおかれている.温泉の水は溶け込んだガスを有し

ている.表面からかたり下の所でこれらのガスがあぶ

くとして放出されはじめる.そして高温の水と接触し

ているためにそれらのあぶくは当然水蒸気で飽和され

ている.水が沸騰点に近い所では上昇してくるあぶく

の量はたいへんに多くその結果出来た高温のあぶくの

一部がついに表面に達する.これは熱した水の上にの

しかかっている圧力を取除くことにたりその結果多

量の泡とスプレｰが出来る.それらはたいへんた勢で

もって表面へ上って来て時に200フィｰトの高さに達;

する.これが間歓的に起こるのは上部に水蒸気があ

り下部カミ熱湯にみたされた空洞が地下にあると考え

られている(ホｰムズ若竹内均訳:一般地質学).

GreatGeyserの周りには多くの小さた間歓泉があり

それらの中には石ケンの塊を掘り込むのカミ許されている.

石ケンの塊を掘り込んでしばらくたつと水柱が立ちは

じめる.おそらく前記の泡カミ沸騰の役割を果たしてい

るに違いたい(八木･天文と気象vo1.27.no.9.1961).

規則的た時間間隔をおいて熱湯あるいは蒸気を噴出ナ

る温泉を間歓泉と呼んでいる.世界的に間歓泉が多い

のはアイスランドニュｰジｰランド北米のイエロｰ

ストｰンの3つであるが間歓泉をゲイサｰ(geyser)

と呼ぶ源はアイスランドに発している.

アイスランド語の9eysirとは英語ではgushe工あ

るいは･age･の意味で“勢よく湧き出るもの"とか“激

怒するもの"のことであるカミこれカミアイスラントにお

いてはヘクラ火山の北西約30マイルにあるG･eatGeyser

を指すものとたりさらには世界各地の間歓泉を指すも

のとなりアメリカ合衆国やカムチャツカでは間歓泉の

ある場所の地名にたった.

GreatGeyserは珪質沈澱物の丘の上にある直径69

フィｰトの噴出孔から出るが歴史的にみると間隔や規

模に多少の変化があるようである｡1809年の観察では

30時間間隔で高さが100～90フィｰトであるが1815

年の報告では6時間間隔の80～150フィｰトにたって

いる.熱水が噴出する機構については古くはパイプ

の中の割れ目を伝って上ってきた加熱した水蒸気が次

第に高温にたりパイプの中の深い所で沸騰点を越える

ために出来ると考えられた.しかし最近では水の温

度はたしかに深さとともに増してはいるがそこでの温

度はその上にある水柱による圧力に対応した沸騰点より

カムチャツカには活火山が多くそれにつれて間歓泉

も多くみられる.パウジェトカ川にある間歓泉地帯は

最近地熱発電が行たわれている.ところがカムチャツ

カの首都であるペトロパブロフスクの近くにドリｰナ･

ゲェイツェロフ(間歓泉の谷)と呼ばれ谷が不思議た

話だがこのおとぎ話のような場所がごく最近にたって

発見された.半島南西部の原生林の中で間歓泉と氷河

とがコントラストをだしている.深さ400㎜の谷に下

りるただひとつの木戸はゲイゼルナヤ川の沢だ.

“間歓泉"の谷には5㎞にわたり20以上の閲歓泉と

たくさんの温泉があって珪華沈澱物の中から熱湯と蒸

気が出て珪華は赤褐色やピンクと色とりどりである.

河は20.Cから6ぴCまでの暖かさで30mもの湯の滝が

3カ所もあるという.一般に西洋では温泉を浴用にし

たいものだがさすがカムチャツカのことで薬効のあ

るこの流れに浴する者は誰もが元気にたりさわやかた

気分にたるとされ人は若さを求めてこの最涯のカム

チャツカの谷間にやってくるとの説がもう生まれている

(今日のソ連邦1967年no.16).

アイスランドの間歓泉は1938年からの通常切手で2

図案7種ある.カムチャツカのは1966年12月25目に

発行された極東宣伝切手7種1紐のうちのひとつ.�


